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美
浜
町
は｢

ふ
く
い
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ

パ
ー
ト
ナ
ー｣

に
登
録
し
ま
し
た
!!

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

(

担
当･

伊
藤)

　

☎
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‐
６
７
０
１
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ふ
く
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
宣
言

　

町
で
は
、
こ
う
し
た
県
の
取
り
組
み
に

賛
同
し｢

ふ
く
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー｣

に
登
録
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
登
録
に
あ
た

り
、県
が
定
め
る
活
動
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

次
の
と
お
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
目
指
す
福
井
の
姿

　

福
井
県
が
策
定
し
た｢

福
井
県
長
期
ビ

ジ
ョ
ン｣

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿

い
な
が
ら｢

２
０
４
０
年
に
目
指
す
姿｣

と
し
て
次
の
3
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　SDGs とは ｢ 持続可能な開発目標 :Sustainable Development Goals｣ の略称で、

2015年の国連サミットで採択された ｢2030年までの世界共通の目標 ｣です。

　17のゴール ( 目標 ) と 169のターゲット ( より具体的な目標 )で構成されており、

｢誰ひとり取り残さない ｣という理念に基づいた取り組みが世界で広がっています。

●
自
信
と
誇
り
の
ふ
く
い

●
誰
も
が
主
役
の
ふ
く
い

●
飛
躍
す
る
ふ
く
い

　

県
で
は
、
こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

に
向
け
た
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て｢

福
井
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
議｣

を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

参
画
す
る
企
業
や
団
体
、
自
治
体
等
の
多

様
な
主
体
を｢

ふ
く
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー｣

と
し
て
募
集･

登
録
し
て
い
ま
す
。↑ 福井県長期ビジョン

未来のために。～次の世代に選ばれる福井へ～
未来を担う次世代 (子ども、若者、子育て世代 )に福井の良さを継承し、希望を持って
自分らしくチャレンジできる社会をつくる。

1 次世代を育てる ( 福井を愛する子どもの育成 )

2 次世代を応援する ( 若者のチャレンジ応援 )

3 次世代の社会をつくる ( 共生 ･ 共助社会の実現 )

4 次世代に引き継ぐ ( 暮らしと風景の維持 ･ 継承 )

■パートナーシップ会議及びパートナーの活動コンセプト ･テーマ

活動コンセプト

活動テーマ

↑福井県版 SDGs
　公式ロゴマーク

郷
土
を
知
る
た
め
の｢

ふ
る
さ
と

教
育｣

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問

題
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を
身
に

着
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

若
者
の
力
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

や
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
地
域
で
支
え
あ
う
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

美
し
い
浜
や
湖
等
を
維
持
す
る
た

め
、
里
山
里
海
湖
を
は
じ
め
と
し

た
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

 

住
ん
で
い
る
人
が
幸
せ
で
住
み
た

い
と
思
え
る｢

地
域
愛｣

に
溢
れ

た
集
落
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

■SDGsの達成に向けた美浜町の宣言

達成に向けて
町が取り組む
主なゴール

　

町
で
は
、
現
在
、
策
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
第
5
次
美
浜
町
総
合
振
興
計

画
の
後
期
基
本
計
画(

計
画
期
間:

令
和

3
年
〜
7
年)

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
考
え

方
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
宣
言
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
を
実
行
し
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　町では、住みやすいまちづくり ･ 集落づくりを目的として、各集落が課題解決のために

取りまとめる ｢ 集落元気プラン ｣ の策定を推進しており、今年度、プランの策定を支援す

る事業やプランに定めた活動を支援する事業を展開しています。

　ここでは、SDGs の達成に向けた ｢ 町の宣言⑤ ｣ に該当する取り組みを紹介します。

集落元気プラン策定に向けた取り組み

集落元気プラン策定状況

支援事業活用状況

●プラン策定済み　　9 集落
●プラン策定検討中　9 集落

【集落元気プラン策定支援事業】
 ( 補助率 10/10、上限 40 万円 )
 プラン策定のための研修やワークショップ等の実施、
講師の招へい等に係る経費を補助します。
 ●事業活用　　　　3 集落
 ●事業活用検討中　2 集落

【集落元気プラン活動支援事業】( 補助率 8/10 )
 各集落が策定したプランに基づく活動を実施するため
に必要となる経費を補助します。
 ●事業活用　　　　5 集落

集落元気プランの策定に向けたワークショップを開
催し、自分たちの集落が持つ課題や魅力等について
意見を交わしました。

支援事業活用事例
【集落元気プラン策定支援事業】

【集落元気プラン活動支援事業】
集落の若者が中心となって、ピザ作りを通じて多世
代の交流を行うイベントを開催するため、ピザ窯の
整備を行いました。

①②③④⑤

ワークショップの様子



【お問い合わせ先】
( 料金プランに関すること )
　 美方ケーブルネットワーク㈱　☎32‐3400
( 工事に関すること )
　 町エネルギー政策課 (担当 ･山野 )　☎ 32‐6716
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視聴できる番組 月額料金 (税抜 )

ファミリー
(地上波プラン )

 一般世帯 ( ファミリープラン ) と同じ番組が視聴

 できます。 
 STB 設置不要                           1,800 円

ライト

(ＢＳプラン )
 一般世帯 ( ライトプラン ) と同じ番組が視聴でき

 ます。

 STB( 視聴 ) レンタル　2,100 円〈　500 円〉

 STB( 録画 ) レンタル　2,800 円〈1,200 円〉

 STB 買い取り　　　 　2,100 円〈　500 円〉

　

11
月
3
日
に
、
町
政
功
労
表
彰
式
が
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
び
あ
す
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
長
年

に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
2
名
の
方
に
感

謝
と
敬
意
を
表
し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町政功労表彰令和２年度

[

自
治
功
労(

消
防)]  

杉す
ぎ
も
と本 

元も
と
か
ず一

氏 (

宮　

代)

前
列
右
か
ら
2
人
目

● 

美
浜
消
防
団 

副
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
25
年
4
月
1
日 

〜 

平
成
27
年
3
月
31
日(

2
年)

● 

美
浜
消
防
団 

団
長

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
27
年
4
月
1
日 

〜 

平
成
29
年
3
月
31
日(

2
年)

[

体
育
功
労] 

田た

な

べ邉 

義よ
し
ろ
う郎

前
列
右
か
ら
3
人
目

氏 (

久
々
子) 

● 

美
浜
町
ボ
ー
ト
協
会 

会
員

　
　
　
　
　
　
　
　

 

昭
和
46
年
4
月
1
日 

〜 

現
在　
　
　
　
　
　

(

49
年)

● 

美
浜
町
ボ
ー
ト
協
会 

常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
17
年
4
月
1
日 

〜 

平
成
21
年
3
月
31
日(

4
年)

● 

美
浜
町
ボ
ー
ト
協
会 

会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
24
年
4
月
1
日 

〜 

令
和
2
年
3
月
31
日(

8
年)

● 

美
浜
町
ボ
ー
ト
協
会 

副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
21
年
4
月
1
日 

〜 

平
成
24
年
3
月
31
日(

3
年)

ケーブルテレビの
新プランについて

　ＭＭネットでは、町が行うケーブルテレビ施設の更新工事に合わせて、サービスの充実を図るためテレビ
やインターネットサービスのプラン見直しを行いました。

視聴できる番組 月額料金 (税抜 )
〈　〉内は STB2 台目以降の料金

ファミリー
(地上波プラン )

 地上波 (8 チャンネル ) と ｢ 行政チャンネル ｣
 ｢ 消防チャンネル ｣｢ コミュニティチャンネル ｣
 ｢ お天気チャンネル ｣ が視聴できます。

 STB( セットトップボックス ) 設置不要

                                              1,500 円

ライト

(ＢＳプラン )
 ファミリープランで視聴できる番組のほか、BS
 番組 (11 チャンネル ) が視聴できます。

 STB( 視聴 ) レンタル　1,800 円〈　500 円〉

 STB( 録画 ) レンタル　2,500 円〈1,200 円〉

 STB 買い取り　　　 　1,800 円〈　500 円〉

デラックス

(ＣＳプラン )

 ライトプランで視聴できる番組のほか、CS 番組
 (23 チャンネル ) が視聴できます。
 ( 現在のデジタル横綱と同じ番組構成 )

 STB( 視聴 ) レンタル　2,300 円〈　500 円〉

 STB( 録画 ) レンタル　3,000 円〈1,200 円〉

 STB 買い取り　　　 　2,000 円〈　200 円〉

一般世帯向け

事業所向け

※1　STB(視聴)は視聴機能のみ、STB(録画)は視聴機能と録画機能を有するSTBを指します。
※2　年払いや半年払い、大口ユーザーサービスは廃止となります。
※3　事業所向けのプランはファミリーとライトのみとなります。
※4　現在、新規加入金の無料キャンペーンを実施中です。

速度
( ベストエフォート )

月額料金 (税抜 )
テレビ契約あり テレビ契約なし

光 20Ｍ
メガ

プラン ( 上り ･ 下り )20Mbps 2,900 円 3,600 円

光200Ｍプラン
( グローバル IP1 個付与 )

( 上り ･ 下り )200Mbps 3,500 円 4,200 円

光1Ｇ
ギガ

プラン
( グローバル IP1 個付与 )

( 上り ･ 下り )1Gbps 3,800 円 4,500 円

一般世帯･事業所共通

テレビサービス

インターネットサービス

※　月額料金の中にプロバイダー料金が含まれています。

　これまで、地上波(4チャンネル)と｢行政チャンネル｣｢消防チャンネル｣のみ無料で視聴できる、

｢お知らせパック｣を設けていましたが、今後の施設の維持管理や将来の技術革新等への積み立ての

ため、無料のプランを廃止することといたしました。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

■新プラン移行後の無料プラン廃止について

各地区の更新工事のスケジュールは、

広報みはま10月号をご覧ください。
このたび、新プランの概要と料金が決定しましたのでお知らせします。
※新プランの提供は、更新工事が完了した世帯から順次行われます。
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　10月 16日に、経済産業省資源エネルギー庁から町に対し、国のエネル

ギー ･原子力政策が示され、美浜発電所 3号機の再稼働について、町の理

解と協力の要請を受けたことから、町では、町民の皆さまに美浜発電所 3

号機の安全性と必要性、防災体制等について理解を深めていただくことを

目的とした ｢住民説明会 ｣を 10月 31日に町生涯学習センターなびあすで

開催しました。

　説明会には、町民や関係者等約 200名の参加があり、下記の内容について、

国の関係機関や電力事業者からの説明や質疑応答が行われました。

美浜発電所に関する　　　　
　　　　住民説明会を開催

美浜発電所3号機について理解を深めるために

① 美浜発電所3号炉に関する審査結果について (原子力規制庁 )

② 我が国のエネルギー政策について (経済産業省 資源エネルギー庁 )

③ 美浜発電所の安全対策について (関西電力株式会社 )

④ 美浜地域における原子力防災について (内閣府 )

町では、説明会当日の質疑応答のほかに、後日、説明会の様子を行政

チャンネルで放送し、ご意見やご質問を募集しました。

今月号では、町民の皆さまからいただいた主なご意見等を紹介します。

　
　

津
波
対
策
に
つ
い
て
、
本
日
、

想
定
さ
れ
る
最
大
津
波
高
さ
が
上
昇

し
た
と
い
う
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
新
し
い
知
見
が
対
策
に

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

①  

美
浜
発
電
所
3
号
炉
に
関
す
る
審
査
結
果
に
つ
い
て

【
説
明
内
容
】

●
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
国
組
織
の
改
編
に
つ
い
て

● 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
た
新
し
い
安
全
基
準
に
つ
い
て

● 

新
規
制
基
準
に
係
る
美
浜
発
電
所
3
号
炉
の
審
査
の
経
緯･

結
果
に
つ
い
て

●
重
大
事
故
発
生
時
の
対
策
に
つ
い
て

●
40
年
を
超
え
る
運
転
に
つ
い
て
の
審
査
結
果
に
つ
い
て

【
意
見･

質
問
等
】

　
　

配
管
の
損
傷
が
見
つ
か
っ
た
際

の
事
業
者
の
修
理
等
の
対
応
に
つ
い

て
、
途
中
で
変
更
さ
れ
る
事
例
が

あ
っ
た
。
原
子
力
発
電
所
の
安
全
面

で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

国
で
は
２
０
５
０
年
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
で
、

原
子
力
発
電
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

く
る
と
同
時
に
、火
力
発
電
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
が
、ど

の
よ
う
な
見
通
し
で
あ
る
か
。

②  

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

【
説
明
内
容
】

● 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢(

自
給
率
、
電
気
料
金
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
推
移
等)

に
つ
い
て

● 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
方
向
性
、

各
発
電
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て

● 

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、
２
０
３
０
年
の
原
子
力
発
電
比
率

20
〜
22
％
を
確
保
す
る
た
め
の
原
子
力
発
電
の
役
割
に
つ
い
て

● 

美
浜
3
号
機
を
は
じ
め
と
し
た
原
子
力
発
電
の
安
全
性
、
必
要
性
、
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
、
廃
棄
物
処
分
等
に
つ
い
て

【
意
見･

質
問
等
】

　
　

美
浜
3
号
機
に
も
使
用
済
燃
料

が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
再
稼
働
す

る
と
将
来
的
に
燃
料
プ
ー
ル
に
収
ま

ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

↑ 原子力規制庁 西村正美
　地域原子力規制総括調整官
　( 福井担当 )

↑ 経済産業省 資源エネルギー庁
　 遠藤量太 原子力立地政策室長
　　　　　 原子力広報室長

問答

問答

問答

問答

　
　

火
力
発
電
を
全
て
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
子
力
に
置
き
換
え
る
こ
と

は
一
つ
の
理
想
で
あ
る
が
、課
題
は
あ

　
　

福
井
県
で
は
、
使
用
済
燃
料
を

県
外
で
乾
式
貯
蔵
す
る
方
針
で
調
整

さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
国

と
し
て
は
、
乾
式
貯
蔵
が
で
き
る
場

所
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
全
国
の
自

治
体
に
説
明
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
再
処

理
工
場
で
再
処
理
が
進
む
こ
と
に
伴

い
、
燃
料
プ
ー
ル
の
空
き
容
量
が
増

え
る
た
め
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
進

め
て
い
く
。

る
。現
状
は
、火
力
も
含
め
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
、広
い
視
野
で
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　

当
委
員
会
で
は
、
常
に
新
た
な

知
見
が
な
い
か
確
認
し
て
い
る
。

　

新
た
な
知
見
が
あ
れ
ば
、
内
容
を

精
査
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
バ
ッ
ク

フ
ィ
ッ
ト
の
対
象
と
し
て
規
制
に
反

映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
規
制
要
求
に

対
応
す
る
措
置
を
事
業
者
に
と
っ
て

も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

関
西
電
力
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

当
委
員
会
が
適
切
で
あ
る
と
の
判
断

に
至
ら
ず
、
議
論
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
、
関
西
電
力
が
配
管
を
取
り
換
え

る
こ
と
等
を
表
明
し
た
の
で
、
そ
れ

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
安
全
上
懸
念
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
厳
正
に
確
認･

対
応
を
し
て
い
く
。

【
後
日
、原
子
力
規
制
庁
よ
り
補
足
】

　

当
該
報
道
に
係
る
波
源(

津
波
の

発
生
源)

に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
上

で
、美
浜
発
電
所
に
最
も
影
響
の
あ

る
波
源
を
確
認
し
て
お
り
、今
回
の

内
容
は
基
準
津
波
の
選
定
に
影
響
を

与
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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心
配
さ
れ
る
の
は
設
備
の
経
年

劣
化
で
あ
る
。
長
期
間
使
用
し
た
設

備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
診
断
を

し
て
い
る
の
か
。

③  

美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

【
説
明
内
容
】

● 

新
規
制
基
準
へ
の
適
合
や
自
主
的
な
安
全
性
向
上
の
た
め
に
実
施
し
た

安
全
性
向
上
対
策
工
事
に
つ
い
て

●
重
大
事
故
等
発
生
時
の
対
応
力
の
向
上
に
つ
い
て

●
40
年
を
超
え
る
運
転
に
お
け
る
設
備
の
健
全
性
に
つ
い
て

●
40
年
を
超
え
る
運
転
に
つ
い
て
の
審
査
結
果
に
つ
い
て

【
意
見･

質
問
等
】

　
　

津
波
に
つ
い
て
は
、
海
の
津
波

を
想
定
す
る
が
、
丹
生
地
区
で
は
山

津
波(
山
崩
れ
等
に
よ
り
大
量
の
土

砂
が
一
気
に
押
し
寄
せ
る
現
象)

が

発
生
し
た
記
録
が
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

た
め
、
十
分
に
考
え
て
ほ
し
い
。

④  

美
浜
地
域
に
お
け
る
原
子
力
防
災
に
つ
い
て

【
説
明
内
容
】

● 

原
子
力
防
災
に
お
け
る
内
閣
府
の
体
制
、
業
務
内
容
に
つ
い
て

●
災
害
時
の
国
、
県
、
市
町
の
対
応
体
制
に
つ
い
て

● 

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
緊
急
時
対
応(

要
支

援
者
へ
の
対
応
、
避
難
体
制
、
感
染
症
対
策
等)

に
つ
い
て

町では、今回の説明会のほか、各地区や町議会、町原子力環境安全監視委

員会等に対しても説明し、いただいたご意見を踏まえ、再稼働の是非につ

いて判断をしていきます。

町では、今回お知らせした ｢美浜発電所に関する住民説明会 ｣の内容のほか、

今年9月に完了した美浜発電所3号機の安全性向上対策工事の概要等について、

YouTube の ｢福井県美浜町原子力広報チャンネル｣で配信しています。

ぜひご覧ください。

　
　

災
害
時
の
避
難
先
と
し
て
、お
お

い
町
と
大
野
市
の
2
カ
所
が
あ
る
が
、

お
お
い
町
は
美
浜
と
同
時
に
事
故
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、大
野
市
は

偏
西
風
で
風
下
に
位
置
し
て
い
る
。

　

多
様
性
を
持
っ
て
避
難
先
を
選
定

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
意
見･

質
問
等
】

　
　

敦
賀
半
島
に
原
子
力
災
害
の
制

圧
道
路
が
開
通
し
た
。
旧
道
は
、
海

岸
の
浸
食
が
激
し
く
落
石
も
多
い
道

路
で
あ
る
。

　

今
後
、
旧
道
に
つ
い
て
は
、
県
道

か
ら
町
道
へ
移
管
さ
れ
る
計
画
で
あ

る
が
、
防
災
道
路
と
し
て
は
2
ル
ー

ト
確
保
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
県
道

と
し
て
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

↑ 関西電力㈱
　高畠勇人 美浜発電所長

↑ 内閣府
　坂内俊洋 参事官 ( 地域防災担当 )

　
　

例
え
ば
配
管
で
あ
れ
ば
、中
を

通
る
水
の
温
度
や
圧
力
に
応
じ
て
必

要
な
厚
み
が
決
ま
り
、設
置
の
際
に
は

余
裕
の
あ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

必
要
な
厚
さ
を
下
回
っ
て
か
ら
で
は

な
く
、下
回
る
前
に
早
め
に
交
換
す
る

こ
と
で
健
全
性
を
維
持
し
て
い
る
。

　

ま
た
、平
常
時
に
継
続
的
に
か
か

る
負
荷
と
事
故
時
等
に
急
激
に
か
か

る
負
荷
を
評
価
し
、そ
れ
で
も
壊
れ

る
こ
と
が
な
い
安
全
性
を
確
認
し
て

使
用
し
て
い
る
。

　
　

新
規
制
基
準
で
は
、
地
震
や
山

崩
れ
に
よ
る
津
波
に
も
対
応
で
き
る

防
潮
堤
を
整
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、万
一
、防
潮
堤
を
超
え
る
津

波
が
来
た
場
合
に
備
え
、重
要
設
備
が

あ
る
建
屋
の
扉
を
水
密
扉
に
取
り
替

え
て
設
備
を
守
る
対
策
を
し
て
い
る
。

　

新
た
な
知
見
に
つ
い
て
も
常
に
調

査
し
、実
施
し
た
対
策
の
範
囲
内
か

ど
う
か
を
評
価
し
て
対
応
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
に
評
価
し
た
こ
と
で
安

全
対
策
は
終
わ
り
と
す
る
こ
と
な
く

｢

安
全
性
を
た
ゆ
ま
ず
向
上
さ
せ
て

い
く｣

と
い
う
考
え
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　

住
民
避
難
に
関
連
す
る
道
路
の

劣
化
状
況
等
を
常
に
把
握
し
、
緊
急

時
対
応
に
反
映
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
道
路
を
改
良
す
る

か
、
補
強
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
関

係
自
治
体
と
意
見
を
交
わ
し
て
対
応

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

災
害
時
は
、住
民
の
安
全
が
最
優

先
で
、被
ば
く
リ
ス
ク
を
低
減
し
て
避

難
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

風
向
き
等
に
よ
り
避
難
先
方
向
の

汚
染
が
高
く
な
っ
た
場
合
は
、経
路

を
変
更
し
、代
替
の
避
難
先
を
判
断

し
て
対
応
す
る
。避
難
に
つ
い
て
は
、

訓
練
等
を
通
じ
て
修
正
し
な
が
ら
改

善
し
て
い
き
た
い
。

　

11
月
４
日
、
第
２
０
５
回
美
浜
町

原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
美

浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
美
浜
発
電

所
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
等
に
関
す

る
福
井
県
原
子
力
環
境
安
全
管
理
協

議
会
の
報
告
内
容
を
説
明
し
た
ほ
か
、

関
西
電
力
か
ら
美
浜
発
電
所
3
号
機

の
安
全
性
向
上
対
策
の
概
要
や
重
大

事
故
に
備
え
た
資
機
材
の
保
管
状
況

等
の
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
発

電
所
構
内
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室

や
緊
急
時
対
策
所
、
免
震
事
務
棟
等

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
２
０
５
回
美
浜
町
原
子
力
環
境

安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

美浜発電所の状況について

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
安
全
性
向
上

対
策
工
事
に
つ
い
て

　
　

中
央
制
御
盤
が
ア
ナ
ロ
グ
式
か

ら
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
式
に
取
り
替
え

ら
れ
た
が
、
万
一
の
事
故
の
際
に
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
等
の
機

器
の
制
御
は
可
能
な
の
か
。

万
一
、
災
害
や
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
お
い
て
も
、
電
源
設
備
を

多
重
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
御
機

器
の
機
能
が
失
わ
れ
な
い
設
計
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
制
御
盤

は
発
電
所
全
体
を
制
御
す
る
重
要
な

設
備
で
あ
る
た
め
、
蓄
電
池
か
ら
も

電
源
供
給
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

緊
急
時
対
策
所
の
運
用
に
つ
い

て
、
実
際
に
発
電
所
で
事
故
が
起
き

た
状
況
を
想
定
し
、
定
期
的
に
訓
練

等
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

緊
急
時
対
策
所
で
は
、
発
電

所
で
事
故
が
起
き
た
状
況
を
想
定

し
た
訓
練
を
年
に
１
回
以
上
実
施

し
、
事
故
対
応
に
必
要
な
技
能
の

習
得
や
維
持
向
上
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

↑ 関西電力㈱から安全性向上対策の概要について
説明を受ける委員

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
国
の

動
向
を
は
じ
め
、
発
電
所
の
安
全

対
策
や
廃
止
措
置
作
業
等
、
原
子

力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題
等
に
つ

い
て
適
宜
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

↑ 緊急時対策所について質問する委員

↑ 中央制御盤の取り替えについて説明を受ける委員

QRコード

問答

問答

問答

問答

問答

問答



美浜町 緑のふるさと協力隊・地域おこし協力隊

わたしの美浜体験記
　美浜に移住した ｢ 緑のふるさと協力隊 ｣ や ｢ 地域おこし協力隊 ｣ の隊員が、美浜での活動記
録や体験から感じたこと等について紹介します。
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　農林水産省の推計値によると、日本では、まだ食べられる

のに捨てられている食べ物、いわゆる ｢ 食品ロス ｣ が年間

612 万トンも発生しています。特に外食時には、多くの食品

ロスが発生しています。今月号では、食品ロスを減らす取り

組みについて紹介します。

年末年始はおいしく
残さず食べきろう！

忘年会 ･新年会シーズンの食品ロス対策

　これから忘年会 ･ 新年会シーズンに突入し、外食の機会が増えることが

想定されます。料理をおいしく残さず食べきり、食品ロスを減らすためにも、

次のような取り組みを実践しましょう。

第
4
回

　

私
が
美
浜
に
来
て
驚
い
た
の
は
、
美
浜

の
人
た
ち
が
話
す
言
葉
で
す
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
青
森
県
の
私
は
、
こ

れ
ま
で
ほ
か
の
地
域
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
美
浜
の

人
た
ち
が
話
す
関
西
弁
に
似
た
言
葉
に
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
東
北
か
ら
来
た
私
が

美
浜
に
来
て
印
象
に
残
っ
た
言
葉
の
違
い

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
美
浜
以
外
の
地

域
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

美浜の言葉っておもしろい !

■食べきれる料理を注文しよう

　外食時に食品ロスが発生する理由として ｢ ボリュームが予想外に多かっ

た ｣ や ｢ 食べることのできない食材が含まれていた ｣ 等が挙げられます。

あらかじめ、注文前に ｢ 小盛りにできますか？ ｣ や ｢ ○○を入れないで

もらえますか？ ｣ と確認することで、こうした食品ロスを減らすことが

できます。

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当･志賀)　☎32‐6703

【今月の執筆者】

有
あり ま

馬 里
さと み

実 隊員
青森県出身。農家さんをはじめ、地域で頑張る
皆さんのお手伝いをしています！

↑ 有馬さんの活動の

様子はこちらから

■幹事さん必見！ 宴会時にできること

① 出席者の性別や年齢等をお店に伝え、適量注文に心がけましょう。

② 酒宴の席では、開始後 30 分、終了前 10 分は席を立たずにしっかり食べる時間を作りましょう。

③ 幹事さんや司会者の方は、宴会中に ｢ 食べ残しのないように！ ｣ の声かけをしましょう。

■料理のお持ち帰りを活用しよう

　【注意事項】

　　・食事の持ち帰りにあたっては、必ずお店の方に確認しましょう。お店によって持ち帰りができない場合もあります。

　　・飲食店で提供される料理は、その場で食べることを前提として調理されているため、持ち帰り後は早く食べましょう。

　　　保存する場合は、冷蔵庫に入れて食べる前に十分加熱する等、食中毒が発生しないよう注意しましょう。

身近なことから取り組もう

　日本で発生している年間 612 万トンもの食品ロスを国民 1 人当りに換

算すると、毎日 ｢ お茶わん約 1 杯分のご飯 ｣ が捨てられていることになり

ます。年間の総量ではなく身近な視点に置き換えて見てみると、食品ロス

が世界的な問題となっている理由がよく分かると思います。

　今回ご紹介した取り組みはほんの一部です。今後も自分に出来る対策を

少しずつでも実践し、身近なところから食品ロスを減らしていきましょう。

町では、県が進める｢おいしいふくい
食べきり運動｣を推進しています。

おいしいふくい食べきり運動 検 索

啓発キャラクター｢のっこさん｣

　

ま
ず
は
、
使
う
言
葉
そ
の
も
の
が
違
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

　

美
浜
で
普
段
か
ら
使
わ
れ
て
い
る｢

お

い
で
る｣

や｢

寄
せ
て
も
ら
う｣

と
い
っ
た

言
葉
は
、
標
準
語
で
は｢

来
る
、
い
ら
っ

し
ゃ
る
、
お
い
で
に
な
る｣

や｢

お
邪
魔
さ

せ
て
も
ら
う｣

と
い
う
意
味
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。
初
め
て
聞
い
た
と
き
は
、
言

葉
の
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

意
味
を
理
解
し
た
と
き
は
、
普
段
の
会
話

な
の
に
す
ご
く
丁
寧
で
上
品
な
言
い
方
だ

な
と
感
心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も｢

ほ
や
っ
て(

そ
う
な
ん

だ
よ)｣

や｢

い
け
え･

い
か
い(

大
き
い)｣

｢

ほ
か
す(

捨
て
る)｣｢

し
か
え
る(

取
り

替
え
る･

着
替
え
る)｣｢

方
丈
さ
ん(

和
尚

様)｣

等
、
こ
ち
ら
に
来
て
初
め
て
耳
に
し

た
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、同
じ
場
面
で
使
う
言
葉
で
も
表

現
が
違
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

　

例
え
ば
、
美
浜
で
は
、
自
分
や
相
手
に

起
き
た
出
来
事
に
対
し
て｢

そ
れ
は
う
れ

し
い
わ
あ｣

や｢

そ
れ
は
悲
し
い
な
あ｣

と

表
現
す
る
一
方
、
標
準
語
や
地
元
の
青
森

県
で
は
、
同
じ
場
面
で｢

そ
れ
は
良
か
っ

た
ね｣

や｢

そ
れ
は
大
変
だ
ね｣

と
表
現
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、美
浜
の
人
た
ち
が
、出
来
事
に

対
し
て｢

良
い
こ
と｣

か｢

悪
い(

大
変
な)

こ
と｣

か
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、

｢

気
持
ち(

う
れ
し
い
、
悲
し
い)｣

に
焦
点

を
当
て
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
普

段
か
ら｢

気
持
ち｣

を
大
切
に
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
使
わ
れ
て
い
る
表
現
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
に
も
、
中
高
年
の
方
と
の
会
話
で
は

｢

か
わ
い
ら
し
い
か
わ
い
ら
し
い｣

や｢

悲

し
い
悲
し
い｣

と
い
う
風
に
、
同
じ
言
葉

を
繰
り
返
し
て
気
持
ち
を
表
現
を
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
表
現
も
あ
ま

り
耳
に
し
た
こ
と
が
な
く
、
独
特
で
か
わ

い
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
し
た
。　

　

私
は
、
美
浜
に
来
て
ま
だ
半
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
美
浜
の
言
葉
を
新
鮮
に
感

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
新
鮮

さ
は
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
慣
れ
て
し
ま

う
も
の
で
す
。
言
葉
だ
け
に
限
ら
ず
、
美

浜
で
の
小
さ
な
発
見
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
、
そ
の
と
き
気
づ
い
た｢

美
浜
な
ら
で

は｣

を
メ
モ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
住
ん
で
い
る
と
意
外
に

気
付
か
な
い｢

美
浜
な
ら
で
は｣

に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

使
う
言
葉
の
違
い

美
浜
の
言
葉
に
驚
き
の
連
続

表
現
の
違
い

｢

美
浜
な
ら
で
は｣

　外食時や宴会時にどうしても食べきれなかった料理は、お店の方に確認のうえ持ち帰りましょう。

緑のふるさと協力隊
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美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地･

家
屋
の
ほ
か

に
償
却
資
産(

事
業
用
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
機
械
、
器
具
、
備
品
等)

が
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
方
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、

そ
の
年
の
2
月
1
日
ま
で
に
申
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税(

償
却
資
産)

の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　
　

町
税
務
課
（
担
当
・
大
同
／
山
口
真
）

☎
32
‐
６
７
０
２

問
　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
翌
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
担
当
者
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

年末年始のごみ収集 ･ 受け入れについて

※お問い合わせ先　町住民環境課 (担当・志賀 )☎ 32-6703／エコクル美方　☎45-2300

収　　集 エコクル美方への持ち込み
備　考可燃ごみ･

生ごみ
ペットボトル･

白色トレイ
不燃･びん･

古紙等
可燃ごみ･

生ごみ
不燃･粗大･カン･

びん･古紙等

12月26日(土)　 × × × × ×

通常体制27日(日)　 × × × ○
(8:30～12:00)

○
(8:30～12:00)

28日(月)　 ○ ○ × ○ ○

29日(火)　 ○ × × ○
(8:30～12:00) ×

変則体制

30日(水)　 ○ × × ○
(8:30～12:00) ×

31日(木)　 × × × × ×

1月  1日(金)　 × × × × ×

  2日(土)　 × × × × ×

3日(日)　 × × × × ×

4日(月)　 ○ ○ × ○ ○ 通常体制

※ 

12
月
31
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た
家
屋
に

限
り
ま
す
。
令
和
3
年
1
月
1
日
時
点

で
存
在
し
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
は
、

令
和
3
年
度
分
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
　

町
税
務
課
（
担
当
・
大
同
／
山
口
真
）

☎
32
‐
６
７
０
２

問

※ 新型コロナウイルス感染症関連の影響等により、収集･受け入れ日程に変更があった場合は、町ホームページ及び
行政チャンネルにてお知らせします。

通常時のエコクル美方への持ち込みについて
●平日　午前8時30分～午後4時(すべてのごみを受け入れ可能)
●休日　毎月第2､第4日曜日の午前8時30分～正午(すべてのごみを受け入れ可能)
●祝日　午前8時30分～午後4時(可燃ごみ、生ごみのみ受け入れ可能)

令
和
2
年
分(

令
和
3
年
度)

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

で
申

告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

令
和
2
年
分
の
国
税
庁
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
は
、
令
和
3
年
1
月
上

旬
公
開
予
定
で
す
。

● 

所
得
税
の
確
定
申
告

　

例
年
、
所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
会
場

と
な
る
税
務
署
や
町
役
場
は
、
大
変
混
雑

し
ま
す
。

　

令
和
2
年
分(

令
和
3
年
度)

の
申
告

受
付
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
『
3
密
』
を
避

け
る
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
集
ま
る
状
況
を
避
け
る
た

め
、
電
子
や
郵
送
に
よ
る
申
告
手
続
き
を

検
討
い
た
だ
き
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
ご

理
解･

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

敦
賀
税
務
署
で
本
人
確
認
を
行
っ
た
後
、

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

　

敦
賀
税
務
署
へ
電
話
予
約
の
う
え
、
運

転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

今
年
、
町
役
場
の
申
告
会
場
で
確
定
申

告
を
行
い｢

利
用
者
識
別
番
号
等
の
通

知｣

を
お
持
ち
の
方
は
、
併
せ
て
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

● ｢

Ｉ
Ｄ･

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式｣

に
よ
る

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
必
要
で
す
。

● ｢

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式｣

に
よ
る

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告

　

〒
９
１
４
‐
８
５
４
０

　

敦
賀
駅
前
合
同
庁
舎 

敦
賀
税
務
署

　

(

敦
賀
市
鉄
輪
町
1
‐
7
‐
3)

● 

郵
送
に
よ
る
申
告

　
　

町
税
務
課
（
担
当
・
田
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
２

　
　

敦
賀
税
務
署　
　

☎
22
‐
１
０
１
０

問

■国税庁ＨＰ
　確定申告書等
　作成コーナー

■ ID･パスワード
方式について

■ マイナンバー
　カード方式
　について

※お問い合わせ先　福井警察本部 生活安全企画課 特殊詐欺防止対策係　☎0776-22-2880( 代表 )

一つでも当てはまれば･･･

□ のどの調子が悪い

□ 携帯電話の番号が変わった

□ 会社のお金を使い込んだ

息子や孫
のフリをして

□ 施設入所の権利がある

□ 債権(社債)を買わないか

□ 名義だけ貸してほしい

大手企業
を名乗って

弁護士
を名乗って

□ 名義貸しは犯罪だ

□ 裁判になる

□ 預金を一旦預かる

□ 個人情報を削除する

□ ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰや個人情報を聞く

□ 無人ＡＴＭでお金をおろせ

公共団体
を名乗って

メールや
ハガキ、
封筒で

□ 有料サイトの未納料金がある

□ 訴状が提出されました

□ 電子マネーカードで支払え

□ 法的手続きに移行する

警察官
を名乗って

□ 個人情報が漏れている

□ 口座番号・暗証番号を教えて

□ キャッシュカードを封筒に入れて

□ キャッシュカードを預かる

警察へ
相談を
♯９１１０

『私は大丈夫！』
そんな方こそ、
要チェック！！

戸
別
受
信
機
の
配
布
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
に

伴
い
、
各
家
庭
や
事
業
所
等
に
設
置
さ

れ
て
い
る
音
声
告
知
放
送
端
末
か
ら
新

た
な
戸
別
受
信
機
へ
の
切
り
替
え
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
集
落
ご
と
に
各
世
帯
へ
戸
別
受

信
機
を
配
布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

町
内
法
人
に
対
し
て
も
次
の
と
お
り
配
布

い
た
し
ま
す
。12

月
10
日(

木)

か
ら
随
時

● 

日　

時

● 

場　

所

美
浜
町
役
場

● 

対　

象

美
浜
町
に
登
録
の
あ
る
法
人

● 

費　

用

1
台
目
は
無
料

(

2
台
目
以
降
1
万
5
千
円)

　
　

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
１
６

問
● 

そ
の
他

対
象
法
人
に
は
、
事
前
に
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。
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教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

12
月
25
日(

金)

午
後
2
時
〜
3
時

● 

日　

時

● 

会　

場

な
び
あ
す

● 

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

定　

員

2
人(

要
事
前
申
し
込
み)

● 

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

藤
木)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

河
村)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ○
育
児
講
座

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆｢

み
ん
な
で
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス｣

12
月
16
日(

水)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

● 

日
時

● 

対
象

町
内
在
住
の
在
宅
児
と
保
護
者

(

定
員
30
組)

● 

会
場

は
あ
と
ぴ
あ

● 

内
容

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
く

る
。
歌
っ
て
踊
っ
て
楽
し
く
過

ご
そ
う
！

11
月
24
日(

火)

か
ら

12
月
11
日(

金)

ま
で

● 

申
込

◆｢

絵
本
講
座｣

12
月
8
日(
火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

● 

日
時

● 

会
場

は
あ
と
ぴ
あ

● 

対
象

町
内
在
住
の
在
宅
児
と
保
護
者

(

定
員
15
組)

● 

講
師

福
井
県
幼
児
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員

11
月
24
日(

火)

か
ら

12
月
4
日(

金)

ま
で

● 

申
込

電
話
で
が
ん
の
相
談
が
で
き
ま
す

毎
月
第
2･

4
水
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
1
時
〜
3
時

● 

日
時

※
相
談
は
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生

に
よ
り
、
が
ん
患
者
及
び
家
族
等
は
、
日

ご
ろ
の
悩
み
や
体
調
等
に
関
す
る
相
談
を

で
き
る
場
所
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

　
　

県
保
健
予
防
課 

が
ん
対
策
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
０
７
７
６
‐
20
‐
０
３
４
９

問

嶺
南
ひ
き
こ
も
り
支
援

親
の
会
を
開
催
し
ま
す

12
月
18
日(

金)

午
後
2
時
〜
4
時

● 

日　

時

● 

会　

場

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

(

小
浜
市
四
谷
町
3
‐
10)

● 

対　

象

ひ
き
こ
も
り･

不
登
校
の
子

ど
も
が
い
る
親

県
総
合
福
祉
相
談
所

☎
０
７
７
６
‐
26
‐
４
４
０
０

問
● 

内　

容

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
ひ

き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

ふ
く
い
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

出
張
登
録
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
県
内
で
結
婚
を
希
望
す
る
方

を
支
援
す
る
た
め｢

ふ
く
い
婚
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー｣(

愛
称:

ふ
く
恋)

を
開
設
し

ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
セ
ン
タ
ー
が
運
営

す
る
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
出
張

登
録
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

12
月
13
日(

日)

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

● 

日
時

● 

会
場

は
あ
と
ぴ
あ

● 

対
象

県
内
に
在
住･

勤
務
し
て
お
り
、

今
後
も
福
井
県
に
定
住
す
る
予

定
の
方
、
近
い
将
来
福
井
県
へ

の
移
住
を
考
え
て
い
る
方

(

独
身･

20
歳
以
上)

● 

費
用

登
録
料
5
千
円(

3
月
末
ま
で

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
て

登
録
料
1
万
円
の
半
額)

● 

定
員

5
人(

先
着
順)

婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
よ

り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込ふ

く
い
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
89
‐
１
０
８
６

問

● 

内
容

絵
本
を
通
し
て
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
。

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

募
集･

申
請
等

　

放
送
大
学
で
は
、
4
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

の
お
知
ら
せ

　

学
生
会
館｢

講
正
学
舎｣

は
、
旧
小
浜

藩
の
藩
校
名
を
冠
す
る
学
生
専
用
マ
ン

シ
ョ
ン
で
す
。

　

来
年
4
月
か
ら
東
京
の
大
学
に
進
学
す

る
方
を
対
象
に
、
入
舎
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　

(

公
財)

雲
浜
奨
学
会･

講
正
学
舎

☎
03
‐
３
３
２
７
‐
７
８
０
０

学
生
会
館｢

講
正
学
舎｣

入
舎
生
募
集
の
お
知
ら
せ

問
● 

募
集
人
数　

男
子
若
干
名
、
女
子
5
名

　

下
水
道
は
、
生
活
環
境
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
の
公
共
財
産
で
す
。
下
水
道
に
汚

水
を
流
す
際
に
は
、
十
分
に
注
意
し
て
正

し
く
使
用
し
な
け
れ
ば
設
備
の
寿
命
を
縮

め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

下
水
道
を
長
く
利
用
す
る
た
め
に
も
、

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

定
期
的
に
汚
水
桝
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て

● 

台
所
で
出
る
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
等    

の
生
ご
み
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

● 

使
い
古
し
た
天
ぷ
ら
油
は
、
流
さ
ず
に

新
聞
紙
等
に
吸
い
込
ま
せ
た
う
え
で
、

ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

● 

ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
、
オ
イ
ル
等

は
、
下
水
道
施
設
を
損
傷
す
る
だ
け
で

な
く
火
災
や
爆
発
を
引
き
起
こ
す
原
因

に
な
る
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

● 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
は
下
水

管
を
つ
ま
ら
せ
る
原
因
に
な
る
の
で
、ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
生
理
用
品
等
は
流

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

町
上
下
水
道
課(

担
当･

中
川
／
釆
野)

☎
32
‐
１
３
４
１

問

　

人
権
週
間
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

中
で
、他
人
の
人
権
を
侵
し
て
い
な
い
か
、

ま
た
、
自
分
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
な
い

か
を
改
め
て
考
え
る
期
間
で
す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
、
思
い

や
り
の
心
を
育
て
て
差
別
意
識
の
解
消
と

暴
力
の
な
い
社
会
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

 

啓
発
活
動
重
点
目
標

　
　

町
住
民
環
境
課
（
担
当
・
馬
野
）

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　

町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

(

担
当･

一
瀬)
☎
32
‐
６
７
０
８

　

 

期
間
中
の
取
り
組
み

｢

誰
か｣

の
こ
と 

じ
ゃ
な
い
。

②
町
内
に
お
け
る
街
頭
啓
発
活
動

12
月
4
日(

金)

午
前
9
時
〜

● 

日
時

● 

内
容

　

人
権
擁
護
委
員
や
人
権
尊
重
啓
発
協

議
会
員
が
3
班
に
分
か
れ
、
町
内
の
商

店
や
事
業
所
等
を
訪
れ
て
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

①
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

● 

日
時･

会
場

･

　

12
月
8
日(

火)

午
後
1
時
〜
3
時

　

は
あ
と
ぴ
あ

･ 

12
月
10
日(

木)

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　

福
井
地
方
法
務
局 

敦
賀
支
局

(

敦
賀
市
松
栄
町
7
‐
28)

● 

相
談
料

無
料

③ 

人
権
の
つ
ど
い
２
０
２
０(

美
浜
町
人
権

尊
重
啓
発
協
議
会
主
催)

を
開
催

12
月
5
日(

土)

● 

日 

時

● 

会 

場

な
び
あ
す

● 

内 

容

● 

費 

用

無
料

● 

そ
の
他

　

会
場
で
は
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
5
日

に
か
け
て
、
人
権
作
品
や
共
同
制
作
作
品

等
の
展
示
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
人
権
作
品
表
彰
式　

午
前
10
時
〜

12
月
4
日
か
ら
10
日
は

｢

人
権
週
間｣

で
す

▼ 

よ
し
も
と
人
権
ト
ー
ク
＆
お
笑
い
ス

テ
ー
ジ　

午
後
2
時
〜

問
　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
は
、

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
や
人
権
侵
害
問

題
等
に
関
す
る
関
心
と
認
識
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
週
間
で
す
。

　

拉
致
問
題
等
の
解
決
に
は
、
政
府
の
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
拉

致
問
題
に
対
す
る
関
心
と
認
識
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

12
月
10
日
か
ら
16
日
は｢
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間｣
で
す

　
　

福
井
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
５
０
９
０

問 ※ 

ス
テ
ー
ジ
は
町
内
在
住･

在
学･

在
勤
の
方

限
定
。
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一
人
一
人
が

｢

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト｣

等
を
活
用
し
な
が

ら
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
す

日
と
し
て
、11
月(

い
い)

30
日(

み
ら
い)

を｢

年
金
の
日｣

と
し
ま
し
た
。
こ
の
機

会
に｢

ね
ん
き
ん
定
期
便｣

や｢

ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト｣

を
活
用
し
て
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

｢

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト｣

で
は
、
い
つ
で
も

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
で
試
算
で
き
ま
す
。

11
月
30
日
は｢

年
金
の
日｣

で
す

　
　

日
本
年
金
機
構 

敦
賀
年
金
事
務
所

☎
23
‐
９
９
０
１

問

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆｢

平
日
夜
間
の
エ
イ
ズ
相
談･

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査｣

12
月
1
日(

火)

午
後
5
時
30
分
〜
7
時
30
分

● 

日
時

● 

会
場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

敦
賀
市
開
町
6
‐
5)

※
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

● 

内
容

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
抗
体
検
査(

匿
名･

無
料)

　
　

県
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

地
域
保
健
課 

☎
22
‐
３
７
４
７

問

■ QRコード



atching
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空き家マッチングツアー

↓物件に関する説明を聞く参加者

　11 月 8 日に、空き家マッチングツアーが開催され、
参加者らが町内各地の空家 7 件を巡りました。
　この企画は、NPO 法人ふるさと福井サポートセン
ターが開催したもので、空家への居住希望者と町内に
ある空家のマッチングを目的としています。
　参加者たちは、空家をすみずみまで見学しながら居
住イメージを膨らませていました。

保育園 サツマイモ収穫体験
大きいおいもがとれました！

↓力を合わせて収穫！ ( 県園芸研究センター ･ みずうみ保育園 )

　町内の保育園児によるサツマイモの収穫体験が、10 月 2 日
に新庄の大谷原で、同 5 日に山上のいきいき農園で、同 27 日
に久々子の県園芸研究センターで行われました。
　この体験は、町の ｢ わくわくキッズプログラム ｣ の一環で行
われたもので、保護者や地域ボランティアの方も参加しました。
　参加した各園の 4･5 歳児たちは、はしゃぎながら土を掘り
起こして、たくさんのサツマイモを収穫していました。

↓つるを引っ張る園児 ( いきいき農園 ･ あおなみ保育園 )

↑イモ掘りの説明を受けました ( 大谷原 ･ せせらぎ保育園 )

美浜｢美しの森｣公園 除草作業

↓植樹した桜の周辺を除草する参加者

　10 月 17 日に、若狭美浜インター産業団地横にあ
る美浜 ｢ 美しの森 ｣ 公園の除草作業が行われました。
　当日は、美浜ライオンズクラブの会員や平成 28 年
に行われた同公園での桜の記念植樹に参加した町民ら
約 30 人が参加しました。
　参加者らは、自分たちが植樹した桜の木を中心に、
丁寧に除草作業を行っていました。

桜咲く美しい公園へ

子サポまつり
親子で楽しめる催しがいっぱい

↓子どもの手形や足形を使った作品をつくる参加者

　10 月 24 日に、子サポまつりがはあとぴあで開催され、
多くの親子連れでにぎわいました。
　同イベントは、子育て世代の交流を図り、育児支援や子育
ての輪を広げることを目的として開催したものです。
　参加者らは、同世代の親子と交流しながら、ミュージック
ケアや絵本セラピー、手形 ･ 足形アート、折り紙教室等、さ
まざまな催しを楽しんでいました。

↓絵本セラピーを楽しむ参加者

ハートフルウォーク2020

↓秋の景色を眺めながらウォーキングする参加者

　11 月 7 日に、ハートフルウォーク 2020 が久々子
湖畔沿いの 1/10 マラソンコースで行われました。
　参加者らは、湖畔沿いの景色を眺めながら、各々の
ペースでウォーキングを楽しんでいました。
　ウォーキング終了後には、こるぱの秋イベントで使
える焼き芋引換券が配布され、多くの参加者がこるぱ
を訪れて秋の味覚を満喫していました。

三方二湖を自転車で巡る旅

↓久々子湖の歴史に関する話を聞く参加者

　11 月 1 日に、久々子湖 ･ 日向湖を一周するサイク
リングイベントが開催されました。
　同イベントは、町生涯学習まちづくり委員会が開催
したもので、13 人が参加しました。
　参加者らは、語り部からの話を聞きながら瑞林寺や
浦見川等のスポットを巡り、約 15km のサイクリング
コースを楽しんでいました。

久々子湖 ･ 日向湖を満喫秋を楽しむウォーキング増える空家の利活用を
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放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。

子どもの感染症予防

認知症施策における｢共生｣と｢予防｣

　65歳以上の認知症患者は、2025年には700万

人に達すると見込まれており、高齢者の約5分の1

が認知症になる計算になります。認知症は、誰もが

なりうるものであり、多くの人にとって他人事では

ありません。

※お問い合わせ先
　町健康福祉課 地域包括支援センター
　(担当･藤木)　☎32‐6704

※お問い合わせ先　町健康福祉課(担当･幸光)　☎32‐6704

※お問い合わせ先　子ども･子育てサポートセンター　(担当･河村) 　☎32‐0192

　冬は気温が低く空気が乾燥し、感染症ウイルスが活発に活動しやすい時期です。
　寒くなると、子どもの免疫力や体力が落ちやすく、空気が乾燥すると病原体(ウイルスや細菌)が広がり
やすくなることから、風邪やインフルエンザ、胃腸炎等が流行します。感染症は、早期発見と適切な処置
により重症化や感染拡大を防げるので、しっかりと予防することが大切です。
　今年は、マスク着用や手洗い、消毒、換気等の新型コロナウイルス感染症対策により、例年に比べて感
染症の発生が落ち着いていますが、油断せず、引き続き感染症対策を徹底しましょう。

　これまで、新型コロナウイルス感染症の相談及び受診調整については

｢帰国者･接触者相談総合センター｣で行ってきましたが、インフルエン

ザの流行時期を迎えることから、今後は、一般の医療機関において必要

な感染対策を講じた上で外来診療･検査を行うことになります。■子どもの状態を観察しましょう
　乳児は、体温調節機能が十分に発達していないの

で室温や外気温の影響で体調が変化しやすいです。

　体調を確認する際は、体温だけでなく食欲や機

嫌、便の状態等、全身を観察することが大事です。

　特に、下痢は年齢が低いほど脱水症状を起こし

やすく体のダメージが大きいため、水分補給を十

分に行いましょう。

医療機関のかかり方

【医療機関への相談･受診方法】
① 発熱等の症状がある場合、まずは、かかりつけ医や最寄りの医療機関に電話相談。

② かかりつけ医がいない場合や受診先に迷う場合は｢受診･相談センター｣に相談。

③ 相談先からの案内に従い、医療機関を受診。

感染リスクが高まる｢5つの場面｣に注意！

　飲酒の影響で大きな声になりやすく、大人数が狭い空間に滞在するた

め感染リスクが高まる。また、飲み物の回し飲みや箸等の共用により感

染リスクが高まる。

① 飲酒を伴う懇親会等

発熱等の症状が出た場合の
インフルエンザの流行に向けて

　長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、大人数での飲食等により感染

リスクが高まる。

② 大人数や長時間におよぶ飲食

　マスクなしでの会話やカラオケ等では、飛沫感染のリスクが高まる。

③ マスクなしでの会話

　寮の部屋やトイレ等、狭い空間の共同利用は、長時間にわたり閉鎖空

間となるため感染リスクが高まる。

④ 狭い空間での共同生活

　休憩室や喫煙所、更衣室等、居場所が切り替わると、気の緩みや環境

の変化により感染リスクが高まることがある。

⑤ 居場所の切り替わり

必
ず
電
話
相
談 受診･相談センター

☎0776-20-0795

●かかりつけ医がいない場合
●受診先に迷う場合

受診･検査が
可能な医療機関

医師の判断で検査を実施
・新型コロナウイルス
・インフルエンザ　等

発熱等の症状 受付：午前7時～午後9時(土日祝日含む)
※時間外は携帯電話番号が案内されます。

紹介

紹
介

・受診時間を確認

・マスクをして受診

・公共交通機関を使わず受診

【受診する際の注意点】

医療機関受診までの流れ

　町では｢共生｣の考え方をもとに、認知症になっても

住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる｢認知

症バリアフリー｣の取り組みを推進するほか、高齢者

の通いの場を拡大する等、｢予防｣の取り組みについ

てもより一層推進していきます。

■増加する認知症患者

　国では、認知症施策を推進するための基本的な考

え方や具体的な施策を示した｢認知症施策推進大綱｣

を取りまとめました。認知症の発症を遅らせ、認知症に

なっても希望をもって日常生活を過ごせる社会を目指

し、認知症の人や家族の視点を重視しながら｢共生｣と

｢予防｣の両輪で施策を推進していく考えです。

■認知症施策推進大綱

共生 ｢認知症の人が尊厳と希望を持って認知症と共に生きる｣

｢認知症であってもなくても同じ社会で共に生きる｣

という意味

｢認知症になるのを遅らせる｣

｢認知症になっても進行を緩やかにする｣

という意味

予防

■町が進める取り組み

↑認知症に関する講座で理解を深める参加者

■自己免疫力を高めましょう
　手洗いやうがい等、日頃からの予防はもちろん

ですが、子どもの自己免疫力を高めることも大切

です。1日1回外気に触れて、子どもの免疫力を

高めるようにしましょう。

■正しい知識を持ちましょう
　手洗いやうがいの習慣を身に付けるとともに、

感染症に関する正しい知識を持ち、感染症の拡大

や二次感染の予防をしましょう。

● 小さい子どもは、手指消毒剤やウェットティッ

シュを活用しましょう。
● 冬は室温20～23℃、湿度60％を保ち、飛沫感

染予防としてこまめに換気を行いましょう。
● おう吐物や排泄物を適切に処理し、ウイルス拡

散を防ぎましょう。
● ドアノブや棚、おもちゃ等、子どもが触れる場所

を消毒して清潔に保ちましょう。

かかりつけ医
最寄りの医療機関必

ず
電
話
相
談

必
ず
電
話
相
談
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10/1～10/31 受付分
(敬称略)慶弔慶弔

氏　名 住 所 年齢 届出人

前 田 慶 子 河原市 83 西 澤 広 子

宮　下　偕予子 早 瀬 78 宮 下 隆 好

今　村　弥恵子 久々子 79 今 村 完 治

早 川 和 子 和 田 83 早 川 恒 寿

松 嵜 　 彰 南 市 82 松 嵜 　 勉

若 松 　 修 金 山 81 若 松 慶 一

三 谷 英 三 佐 田 86 三　谷　奈津代

加 藤 テ ツ 日 向 89 林　　　美智代

近　藤　キミコ 興道寺 88 藤 田 則 子

秋 山 信 枝 野 口 92 秋 山 博 和

田 邉 　 實 山 上 88 小 堀 将 宏

◎おくやみ

パズル面にある漢字群を７つの四字熟語
に分割してください。うまく分割できる
と２つの漢字があまります。それを並び
替え、美浜町の地区・場所・行事の名称
をつくってください。

四文字熟語ブロック分割

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

例

攫

 ● 応募方法
　はがきに、答えと住所、氏名(感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはまハートフル
クイズ」係（〒919-1192美浜町郷市
25‐25）まで送ってください。

　
　締め切りは、12月10日(木)(消印有効)で
す。正解者の中から抽選で5人の方に記念品
をお送りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに
送信してください。

【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

●11月号の答え　河原市
●応募者総数は19人で全員正解でした。当選
の発表は、記念品の発送をもってかえさせてい
ただきます。

山

雲

市

一

気

揚 之

井

山

高

気

千泥

里 意 気

合林

万士

高

徒 流

山

水

火

風

投

金

　（ 1歳3ヶ月 )ちゃん

ご飯とバナナが大好きだよ♪

やっと歩けるようになって、お

姉ちゃんとお兄ちゃんの後ろを

おっかけながら、お外で遊ぶの

が楽しいよ！ 

じぃじ･ばぁばいつもありがとう♡

天
て ん ま

稀  

田邉 健太さん ･ 樹里さん (金山) の次男
◎ご誕生

氏　名 性別 父・母 住　所

水 上 涼
す ず ほ

帆 女 徹哉・友香 新 庄

まちびと まちびと 

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

俳
　
句

山
田　

世
志
男　

(

佐　

柿)

森
久　

伍
偉
千　

(

新　

庄)

高
木　

キ
ヨ
子　

(

新　

庄)

宇
都
宮　

真
理　

(

新　

庄)

政
岡　

弘
子　

(

大　

藪)

野
原　

方
子　

(

久
々
子)

藤
本　

藤
絵　

(

新　

庄)

楠　

充
代　

(

佐　

田)

沖
を
向
く
窓
を
せ
ば
め
て
大
根
干
す

無
住
寺
の
こ
こ
よ
り
寺
領
お
茶
の
花

草
む
し
る
頭
上
に
匂
ふ
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀

晩
秋
の
濃
青
に
染
ま
る
日
本
海

ピ
ア
ノ
聴
く
ホ
ー
ル
に
秋
の
バ
ラ
香
る

思
い
出
の
土
鍋
出
し
ま
し
ょ
日
暮
月

柿
落
葉
は
じ
ま
る
日
々
の
落
葉
掻
き

落
葉
踏
み
古
墳
を
巡
る
山
路
か
な

水
無
月
俳
句
会

氏　名 住　所

大久保　和　樹　＆　(河　原)　孝　多 早　瀬

山　崎　崚　介　&　(北　村)　綺　那 佐　田

◎ご結婚

YouTubeやSNSを通じて美浜や嶺南の
魅力を発信している

Route27ちゃんねる

＊皆さんの活動について教えてください。

　YouTubeを通して田舎の魅力を発信したいという思いから、農

業体験や特産品の紹介等、地元に関係する動画を作っています。

　まずは、活動をより多くの人たちに知っていただき、将来的には

美浜のまちおこしにも貢献できればと思います。

　ぜひ、動画をご覧いただき、チャンネル登録をお願いします！

の皆さん

(後列左から)
藤本 佳祐
上野山 達也

(前列左から)
福田 新八
伊達 駿一
中嶋 亮太

さん (新庄)

さん (早瀬)

さん (郷市)

さん (郷市)

さん (郷市)

大
河
ド
ラ
マ
に
国
吉
城
登
場
！

　
　
　
　｢

麒
麟
が
く
る
紀
行｣

で
も
紹
介

　

令
和
2
年
11
月
8
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
『
麒き

り
ん麟
が
く
る
』
の
第
31
回｢

逃
げ
よ
信

長｣

が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
ご
覧

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
回
は
、
１
５
７
０(

元
亀
元)
年
4
月

の｢

金
ヶ
崎
の
退
き
口｣

が
メ
イ
ン
と
な
る

回
で
し
た
。
ド
ラ
マ
の
冒
頭
か
ら
、
織
田
信

長
や
木
下
藤
吉
郎
、
徳
川
家
康
、
松
永
久
秀
、

そ
し
て
明
智
光
秀
ら
が
、
越
前
朝
倉
氏
攻
め

の
た
め
に
国
吉
城
に
入
城
し
た
と
い
う
こ
と

が
市
川
海
老
蔵
さ
ん
に
よ
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て｢

若
狭
国
吉

城｣

の
字
幕
と
共
に
、
国
吉
城
に
集
結
す
る

若
狭
国
衆
、
光
秀
と
久
秀
の
会
話
、
大
広
間

で
の
軍
議
シ
ー
ン
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
38
年
か
ら
始
ま
り『
麒
麟
が
く
る
』で

59
作
を
数
え
る
大
河
ド
ラ
マ
で
す
が
、国
吉

城
が
登
場
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
『
お
ん
な
太
閤
記
』
や
『
信

長
』『
功
名
が
辻
』『
江
』
等
、
信
長
や
秀

吉
を
主
人
公
に
し
た
ド
ラ
マ
や
金
ヶ
崎
の

退
き
口
を
描
い
た
シ
ー
ン
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
が
、
国
吉
城
が
描
か
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
『
麒
麟
が
く
る
』
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
シ
ナ
リ
オ
で
原
作
が
な
い
上
、
光
秀

に
限
ら
ず
斎
藤
道
三
や
織
田
信
長
等
に
つ

い
て
も
近
年
の
調
査
研
究
成
果
を
踏
ま
え

た
新
解
釈
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

国
吉
城
の
登
場
も
、
近
年
の
続
日
本
百

名
城
選
定
や
歴
史
ブ
ー
ム
、
お
城
ブ
ー
ム

等
に
よ
り
、
書
籍
や
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
た
結
果
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
目
に
届
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
国
吉
城
が
ド
ラ
マ
本
編
に
こ

こ
ま
で
描
写
さ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大

き
な
宣
伝
効
果
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ド
ラ
マ
後
に
放
送
さ
れ
た
光
秀

ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る｢

麒
麟
が
く
る

紀
行｣

で
も
、
金
ヶ
崎
城
跡
と
共
に
国
吉

城
址
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
、
放
送

さ
れ
た
山
道
を
並
ん
で
歩
く
シ
ー
ン
は
、

国
吉
城
の
大
き
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
に

と
い
う
こ
と
で
撮
影
に
同
行
し
た
職
員
が

出
演
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
後
は
資
料
館
へ
の
来
館
者
も
増
え
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
国
吉
城
が
話
題
に
上
が
る

等
、
大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
し
た
こ
と
で
全

国
的
に
知
名
度
、
認
知
度
が
上
が
っ
た
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
全
国
の

光
秀
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
観
光
客
が
大
勢

押
し
寄
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
一
方
で
、町
民
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い

う
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
機
会
に
当
館
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

三
英
傑
の
天
下
統
一
の
軌
跡
に
名
を
残
す

城
跡
が
身
近
な
場
所
に
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
（
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
）

YouTube
チャンネル

↑佐柿国吉城鳥瞰図 (イラスト･香川元太郎
　『歴史群像』156号 2019年 8月号 )

ふるさと昔
よもやま話
(104)

↑国吉城址からの眺望を撮影する撮影クルー
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人口の動き

■くらしのカレンダー■

年
末
年
始
の

ご
み
収
集･

受
け
入
れ
は
、

13
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

古紙

12 月の納税 [納期限 12/25（金）]※納付は口座振替が便利です。

町県民税 (3期 )、国民健康保険税 (6期 )

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、11月 13日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和 2年12月

15（火）

16（水）

14（月）

13（日）

12（土）

11（金）

10（木）

9（水）

8（火）

7（月）
6（日）

5（土）

4（金）
3（木）

27（日）

26（土）
25（金）

24（木）

23（水）

21（月）

22（火）

20（日）

19（土）

18（金）

17（木）1（火）

2（水）

28（月)

29（火）
30（水）

31（木）

　

冬
の
気
配
も
強
ま
り
、寒
さ
が
厳
し
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
も
再
び
増
加
し
て
お
り
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
か
ら
は
、同
時
流
行
に
備
え
て
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
す
る
相
談
窓
口
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、私
た
ち
一
人
一

人
の
行
動
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。発
熱
等

の
症
状
が
出
た
と
き
は
、す
ぐ
受
診
す
る
の
で

は
な
く
、か
か
り
つ
け
医
や
最
寄
り
の
医
療
機

関
に
電
話
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
規
）令和2年11月1日現在

人口総数
    9,294人
男 4,561人
女 4,733人

前月比
（－29）
（－12）
（－17）

世帯数
  3,688世帯 (－  6)

  8:00～住民健診[特定健診、肺･胃･

　　　　大腸がん検診](体育センター)  

13:00～住民健診[大腸･子宮･乳がん検診]

　　　　　　　　　　　　　　(体育センター)

10:00～サイエンス･クリスマスキャンプ

　　　　　　　　　　　　(きいぱす)～20日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

13:15～3歳児健診(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市年末セール

　　　　　　　　　　　　(久々子水神公園広場)  

8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入

 　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

官公庁仕事納め

消防団･防犯隊特別警戒

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～人権作品表彰式(なびあす)
14:00～人権のつどい2020(なびあす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

  8:00～住民健診[特定健診、肺･胃･大腸がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
 　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)

  8:00～住民健診[特定健診、肺･胃･大腸がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)
13:00～住民健診[大腸･子宮･乳がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

▽
表
紙
の
写
真

　

10
月
24
日
に
、行
わ
れ
た
久
々
子
楽
農
ク
ラ

ブ
の
イ
モ
掘
り
の
様
子
で
す
。子
育
て
世
代
や

高
齢
者
ら
3
世
代
が
、イ
モ
掘
り
を
通
じ
て
楽

し
そ
う
に
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

※
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
み
は
ま
11
月
号
24
頁
の「
く
ら
し
の
カ

レ
ン
ダ
ー
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く

は
次
の
と
お
り
で
す
。

誤
：
11
日（
水
） 

古
紙（
河
原
市
･
南
市
･
栄
区
）

正
：
11
日（
水
） 

古
紙（
北
･
南
地
区
）

誤
：
12
日（
木
） 

古
紙（
北
･
南
地
区
）

正
：
12
日（
木
） 

古
紙（
河
原
市
･
南
市
･
栄
区
）

　

町
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
お
詫
び
し
、訂
正
い
た
し
ま
す
。


